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問 1：メタンと水素を混合して 100mlにした。完全燃焼すると酸素が 140ml消費された。 混合気体の燃焼で生じ

る水は何 gか。 ただし、気体の体積はそれぞれ標準状態（0℃、1.013×105Pa）におけるものとする。

さて、まずは掲示板に書いてあった気体の体積の条件がなかったため、気体の条件を勝手に追加しておきました。

こうでなければ解けません。

このように混合気体の燃焼の問題の場合は必ず「最初に与えられた物質のmol数を xや yとおいて反応量計算」

です。というか、実は化学の問題はそもそも物質量計算以外何者でもありません。つまり物質量の計算方法をマ

スターしないと、ほぼ全ての問題は解けないということですね。では、メタンと水素の物質量をそれぞれ xmol、
ymolとおいて、化学反応式における量的関係を示したいと思います。

CH4 + 2O2
- CO2 + 2H2O

反応前 x mol
反応量 −x mol −2x mol x mol 2x mol
反応後 0 mol x mol 2x mol

表 1: メタンの燃焼における反応量の量的関係

2H2 + O2
- 2H2O

反応前 y mol
反応量 −y mol −1

2y mol y mol
反応後 0 mol y mol

表 2: 水素の燃焼における反応量の量的関係

ここで、表 1と表 2より、最初にあったメタンと水素のmol数は (x + y)molであることがわかりますから、問題
文の「メタンと水素を混合して 100mlにした」から、標準状態における 1molの気体の体積は 22.4lなので

(x + y) × 22.4 = 0.1 (1)

また消費した酸素のmol数は表 1と表 2より、(2x+
1
2
y)molであるので、問題文の「完全燃焼すると酸素が 140ml

消費された」から

(2x +
1
2
y) × 22.4 = 0.14 (2)

となります。式（1）と式（2）より x = 3
10×112 [mol]

y = 1
5×112 [mol]

(3)

と求まります。ここで、表 1と表 2より生成した水のmol数は (2x + y)molなので

2x + y =
3

10 × 112
+

1
5 × 112

=
1

5 × 28
[mol] (4)

ですから、水は 1mol 18gなので

1
5 × 28

× 18 ; 0.13[g] (5)

となります。表 1と表 2で反応後の酸素のmol数を示していないのは、他にも酸素が残ってるかも知れないから
です。もちろん最初からどれだけの酸素があったかも分からないので、反応前のところにも値を書いていません。

分かるのは当然反応量だけです。もし分からなければ、また掲示板に質問してください。


